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「
牒
」
木
簡
と
「
前
白
」
木
簡
を
中
心
に

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
韓
国
で
出
土
す
る
四
面
墨
書
木
簡
の
う
ち
、
文
書
木
簡
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

新
羅
の
都
が
置
か
れ
た
韓
国
慶
州
市
・
月
城
垓
字
か
ら
出
土
し
た
、「
牒
」
の
文

書
名
が
み
え
る
四
面
墨
書
木
簡
は
、
垓
字
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
八
世
紀
初
頭
以
前
の

年
代
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
文
書
木
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
四
面
墨
書
木
簡
は
、
こ
れ
ま
で
日
韓
の
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
筆
者
も
か
つ
て
、
こ
の
木
簡
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
）
1
（

。

四
面
墨
書
木
簡
の
文
書
の
性
格
に
つ
い
て
、
内
容
の
細
か
な
違
い
を
除
け
ば
、
大

き
く
二
つ
の
見
解
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
こ
れ
を
、「
牒
」
の
文
書
木
簡
と
み
る
見

解
、
も
う
一
つ
は
こ
れ
を
、「
前
白
」
木
簡
と
み
る
見
解
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
、

こ
れ
を
「
牒
」
の
文
書
木
簡
と
と
ら
え
た
が
、
市
大
樹
氏
は
、
判
読
の
順
序
に
疑
問

を
呈
し
、
こ
れ
を
「
牒
」
の
文
書
木
簡
で
は
な
く
、「
前
白
」
木
簡
で
あ
る
と
す
る

見
解
を
述
べ
た
）
2
（

。
市
氏
の
見
解
が
出
さ
れ
て
以
降
、
四
面
墨
書
木
簡
は
「
前
白
」
木

簡
で
あ
る
と
す
る
評
価
が
定
ま
っ
た
感
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
牒
」
の
文
書
木
簡
と

み
る
余
地
も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
以
下
で
は
、
今
一
度
、
こ
の
四
面
墨

書
木
簡
を
取
り
上
げ
、
本
稿
の
前
半
で
は
、
こ
れ
が
「
牒
」
の
文
書
木
簡
で
あ
る
可

能
性
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
方
、
四
面
墨
書
の
文
書
木
簡
の
中
に
は
、
日
本
の
前
白
木
簡
の
ル
ー
ツ
と
も
い

え
る
文
書
木
簡
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
後
半

で
は
、
近
年
韓
国
か
ら
出
土
し
た
文
書
木
簡
の
検
討
を
中
心
に
、
中
国
や
日
本
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
月
城
垓
字
出
土
四
面
墨
書
木
簡
の
再
検
討

（
1
）
訓
読
の
順
序
を
め
ぐ
っ
て　

〜
「
牒
」
木
簡
か
「
前
白
」
木
簡
か
〜

ま
ず
、
筆
者
が
か
つ
て
取
り
上
げ
た
、「
牒
」
の
文
書
名
が
み
え
る
月
城
出
土
の

四
面
墨
書
木
簡
を
検
討
し
た
い
。
こ
の
木
簡
を
「
牒
」
の
木
簡
と
み
る
見
解
を
Ａ
案
、

「
前
白
」
木
簡
と
み
る
見
解
を
Ｂ
案
と
し
て
、
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
釈
読
案
を
掲
げ

る
（
図
1
）。
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Ａ
案
（
三
上
、
李
成
市
〔
当
初
〕）

牒
垂
賜
教
在
之
後
事
者
命
盡

経
中
入
用
思
買
白
不
雖
紙
一
二
斤

大
烏
知
郎
足
下
万
引
白
了

使
内

〔
訓
読
〕（
李
成
市
当
初
案
を
三
上
が
一
部
改
変
）

牒
す
。
垂
れ
賜
い
し
教
在
り
。
後
事
は
命
ず
る
盡
に
。

経
中
入
用
と
思
い
買
い
た
し
、
白
に
不
ず
と
雖
も
紙
一
二
斤

大
烏
知
郎
の
足
下
に
万
引
白
し
了
る

使
内

図1　月城垓字木簡釈読諸説（市大樹 註（２）論文による）
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Ｂ
案
（
市
大
樹
、
尹
善
泰
等
）

大
烏
知
郎
足
下
万
拝
白
々

経
中
入
用
思
買
白
不
雖
紙
一
二
斤

牒
垂
賜
教
在
之
後
事
者
命
盡

使
内

〔
訓
読
〕大

烏
知
郎
の
足
下
に
万
よ
ろ
ず

拝お
が

み
て
白も
う

し
白
す

経
中
入
用
と
思
し
め
し
、
白
に
あ
ら
ず
と
雖
も
紙
一
二
斤
を
買
え
と
。

牒
を
垂た

れ
賜
え
と
教
在
り
。
後
事
は
命
を
盡つ
く

し
て

使
内

〔
内
容
〕（
市
）

大
烏
知
郎
様
の
足
下
で
常
に
拝
礼
し
て
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
経
で
必
要

と
な
る
紙
を
、
た
と
え
白
紙
で
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
一
二
斤
買
い
な
さ
い
、

と
い
う
牒
を
垂
れ
賜
い
な
さ
い
と
い
う
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。（
そ
こ
で
本
命

令
の
旨
を
取
り
次
ぎ
、
牒
を
発
給
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
）。
後
の
事
は
命
令
の
意
を
十
分
に
察
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
案
と
Ｂ
案
の
最
大
の
相
違
点
は
、
木
簡
を
読
み
進
め
る
方
向
で
あ
る
。
Ａ
案

は
、
四
面
墨
書
木
簡
を
、「
牒
」
か
ら
始
ま
る
行
を
始
点
と
し
て
、
右
の
行
へ
と
読

ん
で
い
く
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｂ
案
は
、
四
面
墨
書
木
簡
を
、「
大
烏
知
郎
」

か
ら
は
じ
ま
る
行
を
始
点
と
し
て
、
左
の
行
へ
と
読
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

通
常
の
訓
読
の
順
序
と
し
て
は
、
四
面
木
簡
を
右
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
左
の
行

へ
と
読
み
進
め
て
い
く
の
が
一
般
的
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
他
の
韓
国
出
土
の
四
面

木
簡
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
左
の
行
へ
と
読
み
進
め
て
い
く
形
に
な
っ
て
い
る
。
Ｂ

案
は
、
こ
の
「
左
の
行
へ
と
読
み
進
め
て
い
く
」
と
い
う
原
則
が
大
前
提
と
な
っ
て

い
る
。

　

た
し
か
に
、
木
簡
を
左
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
右
の
行
へ
と
読
み
進
め
て
く
こ
と

は
、
通
常
の
文
書
の
読
み
方
と
し
て
は
一
般
的
で
は
な
い
。
Ａ
案
は
、
そ
の
点
が
最

大
の
弱
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
文
書
の
内
容
を
右
の
行
へ
読
み
進
め
て
い
く
事
例
は
、
朝
鮮
半
島
の
金

石
文
の
中
に
、
ま
れ
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
韓
国
・

郡
に
所
在
す
る
開
仙
寺
石
燈
記
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
旗
田
巍
氏
の
解
釈
に
し
た

が
っ
て
）
3
（

、
釈
文
と
訳
文
を
掲
げ
る
。

○
開
仙
寺
石
燈
記

景
文
大
王
主

文
懿
皇
后
主
大
娘
主
願
立

炷
唐
咸
通
九
年
戊
子
中
春
夕

継
月
光
前
国
子
監
卿
沙
干
金

中
庸
送
上
油
粮
黄
租
三
百
碩

僧
霊
判　
　
　

建
立
石
燈

龍
紀
三
年
辛
亥
十
月
日
僧
入
雲
京
租

一
百
碩
烏
乎
比
所
里
公
書
俊
休
二
人

常
買
其
分
石
保
坪
大
業
渚

四
結
畦
□
□

□
□
□

土
南
池
宅
土
西
川

東
令
行
土
北
同

奥

十
結
畦
田
南
池
宅
上
□

東
令
行
土
西
北
同

（
景
文
大
王
、
文
懿
皇
后
、
大
娘
主
の
願
い
に
よ
り
、
燈
に
炷
（
燈
心
）
を
立

て
る
。
唐
の
咸
通
九
年
（
八
六
八
）
二
月
）
戊
子
中
春
夕
、
月
光
を
継
ぎ
、
前

国
子
監
卿
沙
于
金
中
庸
は
油
粮
黄
租
三
百
碩
を
送
上
し
、
僧
霊
判
が
石
燈
を
建

立
し
た
。

［韓国出土の文書木簡］……三上喜孝
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龍
紀
三
年
辛
亥
十
月
日
、
僧
入
雲
は
京
租
一
百
碩
で
烏
乎
比
所
里
の
公
書
・
俊

休
の
二
人
よ
り
其
分
石
保
坪
・
大
業
渚

四
結
（
中
略
）
奥

十
結
（
中
略
）

を
常
買
し
た
。）

開
仙
寺
石
燈
は
、
新
羅
第
四
八
代
の
景
文
王
と
そ
の
王
妃
・
王
女
の
発
願
に
よ
っ

て
、
唐
の
咸
通
九
年
（
八
六
八
）
に
建
立
さ
れ
た
高
さ
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
石
燈

で
、
現
在
韓
国
の
全
羅
南
道
潭
陽
郡
に
所
在
す
る
。
石
塔
の
火
舎
の
窓
柱
八
本
の
う

ち
五
本
に
、
各
二
行
ず
つ
計
一
〇
行
に
わ
た
り
、
石
塔
建
立
の
由
来
と
と
も
に
、
唐

の
龍
紀
三
年
（
八
九
一
）
に
僧
入
雲
が
烏
乎
比
所
里
の
公
書
と
俊
休
の
二
人
か
ら
水

田
一
四
結
を
買
得
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
て
、
反
時
計
回
り
、
す

な
わ
ち
左
行
か
ら
右
行
へ
と
書
か
れ
て
い
る
。
買
得
し
た
水
田
は
寺
領
と
し
て
開
仙

寺
に
寄
進
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
半
島
最
古
の
田
券
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
紙
の
文
書
で
は
な
い
場
合
、
文
書
の
内
容
が
右
の
行
へ
展
開
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
一
応
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
さ
ら
に
Ｂ

案
が
「
左
の
行
へ
と
読
み
進
め
て
い
く
」
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
こ
と
で
、
本

文
の
解
釈
に
難
が
生
ず
る
点
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

以
下
、
具
体
的
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

（
２
）
用
語
の
検
討

①
「
白
」
の
下
の
縦
棒

「
大
烏
知
郎
」
の
行
の
文
末
に
「
白
」
が
あ
り
、
そ
の
下
に
縦
棒
が
引
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
る
。

深
津
行
徳
氏
は
こ
れ
を
「
了
」
の
字
と
判
断
し
、「
文
末
の
「
了
」
を
長
く
伸
ば

す
例
は
漢
簡
に
多
く
あ
り
、
そ
れ
は
追
記
を
防
ぎ
文
書
の
終
末
を
強
調
す
る
た
め
で

あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
4
（

。

金
秉
俊
氏
も
近
年
、
漢
簡
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
、
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
）
5
（

（
図
２
）。
た
だ
し
氏
は
、
最
後
の
縦
棒
を
「
白
の
最
後
の
画
を
長
く
伸
ば
し
た
も 

の
」
と
み
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
市
氏
は
、「
し
か
し
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
反
時
計
回
り

の
訓
読
が
成
り
立
た
な
い
と
す
れ
ば
、
ａ
面
が
文
末
に
な
る
と
は
い
え
ず
、「
了
」

字
と
み
る
必
然
性
も
な
く
な
る
」
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
一
種
の
循
環
論
法
で
あ

り
、
木
簡
を
反
時
計
回
り
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
右
の
行
へ
と
読
み
進
め
て
い
く
Ａ

案
の
読
み
方
が
確
実
に
誤
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
じ
た
い
は
、
論
証
さ
れ
て
い
な

い
。む

し
ろ
、
深
津
氏
や
金
秉
俊
氏
の
指
摘
は
、
十
分
に
考
慮
す
る
に
値
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
長
い
縦
画
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
文
書
の
文
末
が
こ
こ
に
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
「
牒
」
を
冒
頭
に
書
く
事
例

次
に
、
Ａ
案
「
牒
」
を
文
書
の
冒
頭
と
す
る
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
事
例
で
は
、
滋
賀
県
湯
ノ
部
遺
跡
出
土
の
「
牒
」
木

簡
が
あ
る
）
6
（

。

・「
丙
子
年
十
一
月
作
文
記
」（
右
側
面
）

・「
牒
、
玄
逸
去
五
月
中
□
〔
官
ヵ
〕□

蔭
人

自
従
二
月
已
来　
　
　
　
　

養
官
丁

久
蔭
不
潤
□　
　
　
　
　
　

□
蔭
人　

」

・「
次
之
□
□
丁　
　
　
　
　
　

□
〔
等
利
ヵ
〕

□

壊
及
於
□
□
□　
　
　
　
　
　
　

人
□
〔
宮
ヵ
〕

裁
謹
牒
也　
　

　

右
側
面
の
「
丙
子
年
」
は
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
養
老
公
式
令
14
牒
式
条
も
、
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牒
式

牒
云
云
。
謹
牒
。

年
月
日  

其
官
位
姓
名
牒

右
内
外
官
人
主
典
以
上
。
縁
事
申
牒
諸
司
式
。〈
三
位
以
上
。
去
名
。〉
若

有
人
物
名
数
者
。

件
人
物
於
前
。

と
、「
牒
」
で
書
き
出
す
書
式
で
あ
る
。

③
「
牒
垂
賜
教
在
之
」

さ
て
、
そ
の
「
牒
」
で
始
ま
る
行
に
つ
い
て
次
に
検
討
す
る
。
Ｂ
案
に
よ
る
と
、

「
牒
垂
賜
教
在
」
を
「
牒
を
垂
れ
賜
え
と
教
在
り
」
と
読
み
、
市
氏
に
よ
れ
ば
、「
い

わ
ゆ
る
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、「
牒
を
垂
れ
」
る
主
体
で
あ
る
大

烏
知
郎
に
対
し
て
、
木
簡
作
成
者
（
上
申
者
）
が
敬
意
を
表
し
た
も
の
と
考
え
る
」

と
し
て
い
る
。

こ
の
解
釈
に
立
っ
た
場
合
、「
教
」
を
受
け
た
人
物
が
、
上
位
者
に
対
し
て
「
牒
」

を
出
す
よ
う
に
（
木
簡
で
）
上
申
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
や
や
複
雑
な
想
定
に

な
り
は
し
ま
い
か
。
教
（
命
令
）
を
受
け
た
人
物
が
、
そ
の
「
教
」
を
受
け
て
「
牒
」

を
発
給
す
る
と
考
え
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
か
ら
筆
者
は
や
は
り
、「
牒
す
。
垂
れ
賜
う
教
在
り
」
と
読
む
方
が
無
理

が
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
読
む
場
合
、
ま
ず
「
教
」
が
あ
り
、

そ
れ
を
受
け
て
、「
牒
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
は
こ
れ

は
結
果
的
に
は
、
市
氏
の
解
釈
と
同
様
で
あ
る
。
市
氏
も
、「
教
」
を
受
け
て
「
牒
」

が
出
さ
れ
た
と
す
る
。
た
だ
し
Ｂ
案
は
、「
教
」
を
受
け
て
「
牒
」
を
出
し
て
も
ら

う
よ
う
に
上
申
し
た
も
の
が
こ
の
木
簡
で
あ
る
と
す
る
が
、
Ａ
案
で
は
、
こ
の
木
簡

そ
の
も
の
が
、「
教
」
を
受
け
て
出
さ
れ
た
「
牒
」
で
あ
る
と
み
る
。

な
お
、「
賜
」
を
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
通
常
の
漢
文
で

は
あ
り
得
な
い
が
、
日
本
で
は
、
辛
巳
年
（
六
八
一
）
の
山
上
碑
に
）
7
（

、

図２　月城垓字木簡文末事例（金秉俊註（５）論文による）
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辛
己
（
マ
マ
）歳

集
月
三
日
記

佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
売
刀
自
此

新
川
臣
児
斯
多
々
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生
児

長
利
僧
母
為
記
定
文
也　

放
光
寺
僧

と
あ
り
、「
定
賜
」
と
い
う
よ
う
に
「
賜
」
が
尊
敬
の
補
助
動
詞
で
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
使
い
方
は
、
朝
鮮
半
島
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
日
本
列
島
に
受
容
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

④
使
内

「
使
内
」
は
、
吏
読
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
）
8
（

。
李
成
市
氏
は
、「
朝
鮮
時
代

に
は
、「
使
用
す
る
、
取
り
計
ら
う
」
と
い
っ
た
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
述

べ
て
い
る
）
9
（

。
古
く
小
倉
進
平
氏
は
、

「
使
内
乎

先
犯
徒
罪
年
限
未
満
為
在
人
乙

以
四
年
分
徒
役
使
内
乎
事
（
徒
役
せ
し
め

ま
す
事
）〔
大
明
律
〕」

「
使
内
在

伴

以
使
内
在
人
等
乙
良
（
使
役
と
し
て
徒
っ
た
人
び
と
を
ば
）
免
罪
充
軍

齊
〔
大
明
律
〕」

と
い
っ
た
事
例
な
ど
を
も
と
に
、「「
使
内
乎
」
は
、（
略
）「
行
使
し
ま
す
」「
行
い

ま
す
」「
…
せ
し
め
ま
す
」
の
義
で
あ
る
。「
使
内
」
は
「
使
内
乎
」
の
省
略
せ
ら
れ

た
形
で
あ
る
」「「
使
内
在
」
は
、「
行
っ
た
」「
…
せ
し
め
た
」
の
義
で
あ
る
）
10
（

」
と

い
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、「
行
う
」
あ
る
い
は
「
行
っ
た
」
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
の
文
言
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
「
使
内
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
文
脈
の
中
で
ど
の
よ
う
に
み
る
べ
き
か
、

判
断
が
難
し
い
。「
使
内
」
の
行
は
、
こ
の
木
簡
を
受
け
と
っ
た
も
の
が
、「
取
り
計

ら
い
ま
す
」
と
い
う
意
味
で
追
筆
し
た
と
考
え
た
い
が
、
こ
の
「
使
内
」
が
他
の
行

と
別
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
判
断
し
が
た
い
。

な
お
、「
使
内
」
は
、
高
麗
時
代
一
一
世
紀
の
「
仏
国
寺
无
垢
浄
光
塔
重
修
記
」

「
仏
国
寺
西
石
塔
重
修
形
止
記
」
に
も
み
え
る
）
11
（

。
新
羅
か
ら
高
麗
、
朝
鮮
時
代
に
わ

た
っ
て
、
継
続
的
に
使
わ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
仏
国
寺
无
垢
浄
光
塔
重
修
記
』（
一
〇
二
四
年
）

46
当
寺
邦
彦
僧
亦
／
…
匠
是
等
為
使
内
亦
在

99
右
之
為
形
止
以
使
内
乎
事
是
／
在

『
仏
国
寺
西
石
塔
重
修
形
止
記
』（
一
〇
三
八
年
）

18
…
…
…
□
以
指
使
内
在
分
衆
僧
寶
條
…
…
…

24
…
□
使
内
遣
斗
頂
石
下
是
白
在
分
卅
日

60
□
分
釈
琳
僧
酒
龔
菓

衆
僧
指
使
内
在
分
居
光
僧

以
上
、
月
城
垓
字
出
土
の
四
面
墨
書
木
簡
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を
「
前
白
」
木
簡

に
相
当
す
る
文
書
木
簡
で
あ
る
と
す
る
有
力
な
見
解
に
対
し
、「
牒
」
で
は
じ
ま
る

文
書
木
簡
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
い
ま
い
ち
ど
検
討
し
た
。
木
簡
の
記
載
様
式
や

内
容
か
ら
、「
牒
」
木
簡
と
み
る
見
解
も
ま
っ
た
く
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

筆
者
が
こ
の
木
簡
を
「
牒
」
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
は
、「
牒
」
の

文
書
様
式
が
、
東
ア
ジ
ア
に
共
通
し
た
、
柔
軟
な
文
書
様
式
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
牒
の
文
書
様
式
は
、
律
令
の
公

式
令
で
定
め
ら
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
。

そ
も
そ
も
中
国
の
唐
代
に
お
い
て
も
、
牒
は
、
統
属
関
係
に
な
い
官
府
や
官
人
間

で
行
用
さ
れ
る
文
書
と
い
う
原
則
と
は
別
に
、
実
態
と
し
て
は
上
申
・
下
達
文
書
と
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し
て
公
私
に
わ
た
っ
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
12
（

。
融
通
無

碍
と
も
い
う
べ
き
牒
の
文
書
様
式
の
汎
用
性
は
、
公
式
令
を
含
む
律
令
制
の
導
入
以

前
に
、
実
態
の
レ
ベ
ル
で
東
ア
ジ
ア
に
伝
播
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
本
木
簡
で
注
目
す
べ
き
は
、
本
木
簡
に
み
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
表

現
に
つ
い
て
で
あ
る
。
純
粋
な
漢
文
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
新
羅
語
の
語
順
に
漢

字
を
あ
て
は
め
て
い
く
こ
と
や
、「
賜
」
を
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
「
使
内
」
と
い
う
吏
読
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
古
代

の
新
羅
で
ど
の
よ
う
に
漢
字
を
自
語
の
文
法
の
中
に
あ
て
は
め
て
い
っ
た
か
を
知
る

手
が
か
り
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
韓
国
出
土
の
四
面
木
簡
は
こ
の
木
簡
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
多
く

が
文
書
木
簡
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
の
「
前
白
」
木
簡
の
ル
ー
ツ
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
自
体
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
日

本
古
代
の
「
前
白
」
木
簡
に
あ
た
る
韓
国
出
土
木
簡
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す

る
。

二
前
白
木
簡
と
白
文
書

　

日
本
の
古
代
文
書
の
歴
史
的
変
遷
の
特
徴
と
し
て
よ
く
い
わ
れ
る
の
は
、「
口

頭
伝
達
か
ら
文
書
へ
」
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
古
い
段
階
の
文
書
に
は
、
口
頭
伝
達

に
よ
る
命
令
の
な
ご
り
が
あ
る
さ
れ
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
、「
前
白
」
木
簡
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

【
史
料
１
】
奈
良
県
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
（
７
世
紀
後
半
）
13
（

）

田
□
〔
人
ヵ
〕連

奴
加　

加
須
波
□〔
人
ヵ
〕鳥麻

呂

・
官
大
夫
前
白
□〔文

ヵ
〕田取　

小
山
戸
弥
乃

・
以
波
田
戸
麻
呂　

安
目　

汙
乃
古

野
西
戸
首
麻
呂　

大
人　

阿
佐
ツ
麻
人
□
留
黒
井 

「
前
白
」
木
簡
と
は
、「
某
の
前
に
白
す
」
と
い
う
書
式
を
持
つ
木
簡
の
こ
と
で
、

日
本
で
は
七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
・
藤
原
京
時
代
を
中
心
に
多
く
用
い
ら
れ
た
文
書
木

簡
で
あ
る
。
律
令
制
以
前
の
古
い
書
式
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
ば
か

り
で
な
く
、
実
際
に
こ
の
木
簡
は
、
某
人
の
前
で
口
頭
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
書
式
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
木
簡
は
古
代
日
本
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
特
質
、
す
な
わ
ち
、
文
書
が
使
わ

れ
る
以
前
に
は
口
頭
に
よ
り
情
報
が
伝
達
さ
れ
た
と
い
う
特
質
を
示
す
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
て
き
た
が
、「
前
白
」
木
簡
は
近
年
で
は
韓
国
の
古
代
遺
跡
か
ら
も
出
土

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
近
の
発
見
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
韓
国
南
部
の
咸
安
郡
に
あ
る
城
山
山
城
出
土

の
木
簡
で
あ
る
。
城
山
山
城
は
、
も
と
も
と
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
安
羅
加
耶
が
六
世

紀
半
ば
に
新
羅
に
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
新
羅
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
山
城
で
、
こ
こ
か

ら
大
量
の
新
羅
木
簡
が
出
土
し
た
。
木
簡
の
年
代
は
、
木
簡
に
み
え
る
官
位
の
記
載

か
ら
み
て
、
六
世
紀
半
ば
頃
の
も
の
と
推
定
で
き
る
（
一
部
異
論
も
あ
る
）。
出
土

し
た
多
く
は
荷
札
木
簡
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
の
第
一
七
次
調

査
で
、
四
角
柱
の
四
面
に
文
書
が
書
か
れ
た
次
の
よ
う
な
木
簡
（
以
下
、
こ
の
形
状

の
木
簡
を
四
面
墨
書
木
簡
と
よ
ぶ
）
が
出
土
し
た
。

○
韓
国
・
咸
安
郡
・
城
山
山
城
出
土
四
面
木
簡
（
六
世
紀
半
ば
）
14
（

）

・
三
月
中
眞
乃
滅
村
主

怖
白

・
□
城
在
弥
即

智
大
舎
下
智
前
去
白
之

・
即
白
先
節
本
日
代
法
稚
然

・
伊
毛
罹
及
伐
尺
采
言
□
法
卅
代
告
今
卅
日
食
去
白
之

全
体
の
内
容
は
未
詳
だ
が
、
第
一
面
に
、
こ
の
木
簡
の
発
信
者
で
あ
る
「
眞
乃
滅

村
主
」
が
記
さ
れ
、
第
2
面
に
こ
の
木
簡
の
受
信
者
で
あ
る
、
大
舎
の
官
位
を
も
つ

役
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
木
簡
で
は
、「
白
」
の
文
字
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
。
第
一
面
文
末
に

は
「

怖
白
」
と
あ
り
、「
恐
れ
な
が
ら
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

第
二
面
文
末
に
「
前
去
白
之
」
と
あ
り
、
日
本
の
「
前
白
」
木
簡
と
同
様
に
、「
大

舎
様
の
前
に
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
意
味
の
可
能
性
が
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、

「
去
白
之
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
第
四
面
の
「
去
白
之
」
に
も
み
え
て
お
り
、「
白
」

単
体
で
「
申
す
」
と
と
ら
え
る
よ
り
も
、
別
の
意
味
の
吏
読
で
あ
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。

城
山
山
城
か
ら
は
、
も
う
一
点
、
四
面
墨
書
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
や
は
り
こ

れ
も
文
書
木
簡
で
あ
る
。

○
韓
国
・
咸
安
郡
・
城
山
山
城
出
土
四
面
木
簡
（
六
世
紀
半
ば
）
15
（

）

・
六
月
中
□
多
馮
城
□
□
村
主
敬
白
之　

烏
□
□
成
行
之

・
□
□
智

大
□
□
也　

功
六
□
大
城
従
人
士
卒
日

・
□
去
□〔
走
〕石

日
率
此
□
□
更
□
荷
□〔
秀
〕□

・
卒
日
治
之
人
此
人
烏
馮
城
置
不
行
遣
之
白

や
は
り
内
容
は
難
解
だ
が
、
書
き
出
し
が
「
六
月
中
」
の
行
か
ら
始
ま
る
第
一
面

に
「
村
主
敬
白
」
と
あ
り
、
第
四
面
の
最
後
に
も
「
白
」
の
字
が
み
え
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
日
本
の
「
前
白
」
木
簡
と
同
様
の
書
式
を
持
つ
木
簡
が
、
韓
国
・

河
南
市
の
二
聖
山
城
や
慶
州
市
の
月
城
垓
字
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

き
た
）
16
（

。
こ
の
う
ち
、
二
聖
山
城
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

○
韓
国
・
河
南
市
・
二
聖
山
城
出
土
木
簡
）
17
（

・
戊
辰
年
正
月
十
二
日
明
南
漢
城
道
使

・
須
城
道
使
村
主
前
漢
城
城
火
□
□

・
城
上
蒲
黄
去
□
□
□
□
賜
□

こ
の
木
簡
に
も
「
村
主
前
」
と
い
っ
た
文
字
が
み
え
、
こ
れ
も
や
は
り
日
本
の

「
前
白
」
木
簡
と
類
似
し
た
表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
近
年
の
慶
州
・
月
城
垓
字
の
調
査
で
も
、
三
面
な
い
し
四
面
に
墨
書
さ
れ

た
文
書
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

○
月
城
垓
字
二
〇
一
七
年
度
出
土
木
簡
）
18
（

   

前

・
□
小
舎 

敬
呼
白
遣　

居
生
小
烏
送
□
□

・
宿
二
言
之　

此
二
□　

官
言
在

・
典
中
大
等
赴
告
沙
喙
及
伐
漸
典
前

・
阿
尺
山
□
舟
□
至
□
慎
白
□
□

・
急

為
在
之

・
文
人
周
公
智
吉
士

・
兮
刪
宋
公
前
別
白
□
□

・
米
卅
斗
酒
作
米
四
斗
并
卅
四
斗
瓮
□
□

・
公
取
□
開
在
之

い
ず
れ
も
断
片
的
で
、
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
こ
の
中
で
「
小
舎
」
と
書
か
れ

た
木
簡
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
尹
善
泰
氏
は
、
こ
れ
を
前
白
木
簡
と
み
て
、
一
行

目
を
「
小
舎
の
前
に
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
居
生
小
烏
を
派
遣
し
て
、
□
□
を
送

り
ま
す
」
と
解
し
て
い
る
）
19
（

。

た
だ
し
、「
白
遣
」
の
あ
と
に
や
や
空
白
が
あ
り
、「
白
遣
」
で
ひ
と
ま
と
ま
り
だ

と
す
る
と
、「
白
」
は
「
白
す
」
で
は
な
く
、「
白
遣
」
と
吏
読
で
読
む
可
能
性
が
あ

る
）
20
（

。「
白
遣
」
は
、
吏
読
で
は
「
…
し
ま
し
て
」
と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と

か
ら
）
21
（

、「
小
舎
の
前
に
呼
び
ま
し
て
…
」
と
い
っ
た
意
味
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
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え
ら
れ
る
。
七
世
紀
の
文
書
木
簡
に
一
行
書
き
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
は
、
四

角
柱
に
一
行
ず
つ
記
し
て
い
く
朝
鮮
半
島
の
文
書
木
簡
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
前
白
」
形
式
の
文
書
は
、
律
令
の
公
式
令
に
は
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
律

令
が
東
ア
ジ
ア
各
地
で
導
入
さ
れ
る
以
前
に
、
定
型
化
し
た
文
書
様
式
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
律
令
制
の
導
入
以
前
に
、
東
ア

ジ
ア
の
文
書
規
範
が
木
簡
と
い
う
形
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同

時
に
、
律
令
の
公
式
令
に
み
ら
れ
る
文
書
様
式
が
、
東
ア
ジ
ア
に
広
く
伝
播
し
た
文

書
規
範
の
う
ち
の
、
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

こ
の
「
前
白
」
木
簡
に
最
初
に
注
目
し
た
東
野
治
之
氏
は
、こ
の
書
式
の
起
源
を
、

日
本
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
中
国
の
晋
代
の
木
簡
等
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
、中
国
の
古
い
文
書
様
式
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
）
24
（

。「
前

白
」
木
簡
は
、
中
国
の
古
い
文
書
様
式
が
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
み

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
年
で
は
、
中
国
・
湖
南
省
長
沙
市
の
長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
の
中
に
、
略
式
の

上
行
文
書
で
あ
る
「
白
」
文
書
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
は
、
一
九
九
六
年
に
長
沙
市
の
中
心
部
、
五
一
広
場
前

の
デ
パ
ー
ト
建
設
現
場
で
発
見
さ
れ
た
井
戸
址
か
ら
出
土
し
た
総
数
十
四
万
点
弱
の

竹
簡
・
木
簡
群
で
あ
る
。
出
土
状
況
や
簡
に
記
さ
れ
た
紀
年
か
ら
、
三
国
呉
の
黄

竜
・
嘉
禾
年
間
（
二
二
九
〜
二
三
七
）
頃
に
、
当
時
こ
の
地
域
に
あ
っ
た
臨
湘
侯
国

（
県
）
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
關
尾
史
郎
氏
が
紹
介
し
て
い
る
走
馬
楼
呉
簡
の
木
牘
の
例
を
あ
げ

よ
う
）
25
（

。都
郷
勧
農
掾
郭
宋
叩
頭
死
罪
白
、
被
曹
勅
、
條
列
郷
界
方
遠
□
居
民
、
占
上
戸

籍
分
別
言
、
案
文
書
、
輒
部
歳
伍
五
京
陳
□
毛
常
等
隠
核
所
部
、
今
京
関
言
、

州
吏
姚
達
誠
裕
大
男
趙
式
等
三
戸
口
食
十
三
人
□
在
部
界
、
謹
列
人
名
口
食
年

い
ず
れ
に
し
て
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
白
」
の
語
が
確
認
さ
れ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
「
白
す
」
と
読
む
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
白
」
の
文
字
は
吏
読
で
も
よ
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
も

留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

続
い
て
、
二
〇
一
九
年
に
釈
文
が
公
開
さ
れ
た
木
簡
を
と
り
あ
げ
る
）
22
（

。

・
□
□
年
正
月
十
七
日
□
□
村
在
幢
主
再
拝
□
涙
廩
典
□
岑
□
□

・
□
〔
喙
〕部

弗
□
〔
徳
〕

智
小
舎
易
稲
参
石
粟
壹
石
稗
参
石
大
豆
捌
石

・
金
川
一
伐
上
内
之　

所
白
人　

登
彼
礼
智
一
尺　

文
尺
智
重
一
尺

国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
が
提
示
し
た
釈
文
で
は
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
前
白
木
簡

で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
白
」
の
語
は
明
確
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
写
真
を
観
察
す

る
と
、
一
行
目
の
「
再
拝
」
の
下
の
文
字
は
「
白
」
と
読
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
三
行
目
に
「
所
白
人
」
と
い
う
文
字
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
「
白
す
所
の
人
」

と
読
め
、
つ
ま
り
こ
の
木
簡
を
読
み
上
げ
た
人
物
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
前
白
」
木
簡
を
含
ん
だ
こ
れ
ら
の
文
書
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
四
角

柱
状
の
棒
の
四
面
ま
た
は
三
面
に
そ
れ
ぞ
れ
一
行
ず
つ
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
点
が

共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
書
の
様
式
と
木
簡
の
形
状
が
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
「
前
白
」
木
簡
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

短
冊
状
の
木
簡
の
表
面
と
裏
面
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
行
ず
つ
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
点

が
特
徴
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
日
本
の
木
簡
に
は
、
四
角
柱
状
の
棒
に
文
字
を
書
く
文
書
木
簡
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
こ
の
点
は
韓
国
出
土
の
「
前
白
」
木
簡
と
は
形
状
が
異
な
る
。
し

か
し
、
七
世
紀
段
階
の
文
書
木
簡
が
、
一
つ
の
面
に
一
行
ず
つ
書
か
れ
る
こ
と
）
23
（

や
、

一
本
の
木
簡
の
表
裏
に
わ
た
っ
て
文
字
が
書
か
れ
る
こ
と
な
ど
、
個
々
の
要
素
を
比

較
し
て
み
る
と
、
朝
鮮
半
島
の
「
前
白
」
木
簡
と
類
似
し
て
お
り
、
影
響
関
係
が
考
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紀
各
別
為
簿
、
如
牒
、
謹
列
言
、
宋
誠
惶
誠
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
、

詣　

戸　

曹

都
郷
担
当
の
勧
農
掾
郭
宋
が
、
戸
曹
の
命
を
受
け
て
、
戸
籍
の
遺
漏
や
過
ち
を
修

正
し
、「
簿
」
を
作
成
し
て
提
出
し
た
際
の
送
り
状
と
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
「
都

郷
勧
農
掾
郭
宋
叩
頭
死
罪
白
」
と
あ
り
、
白
文
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、「
白
」
文
書
の
起
源
は
明
ら
か
に
中
国
に
あ
り
、

そ
れ
が
朝
鮮
半
島
を
経
て
七
世
紀
の
日
本
列
島
で
使
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

お
わ
り
に

本
稿
の
前
半
で
は
、
慶
州
の
月
城
垓
字
か
ら
出
土
し
た
四
面
の
文
書
木
簡
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
牒
の
木
簡
で
あ
る
可
能
性
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
。
後
半
で
は
、
い

わ
ゆ
る
「
前
白
」
木
簡
に
つ
い
て
、
韓
国
の
近
年
の
出
土
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ

の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

日
本
の
前
白
木
簡
の
ル
ー
ツ
が
、
韓
国
出
土
木
簡
に
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
中
国

の
「
白
」
文
書
に
求
め
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
共
通
の
理
解
と
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
で

あ
る
。

日
本
の
古
代
文
書
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
、
し
ば
し
ば
「
口
頭
伝
達
か
ら
文
字
に

よ
る
伝
達
へ
」
と
い
う
流
れ
を
想
定
し
、
そ
の
流
れ
の
中
で
「
前
白
」
木
簡
を
評
価

す
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
が
、
別
の
評
価
の
仕
方
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
は
、

律
令
の
公
式
令
に
も
と
づ
く
文
書
様
式
が
受
容
さ
れ
る
以
前
に
、
す
で
に
一
定
の
様

式
を
持
つ
文
書
が
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
列
島
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
東
ア
ジ
ア
文
書
史
の
中
で
「
前
白
」
木
簡
を
と
ら
え
直
す
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
口
頭
か
ら
文
書
へ
」
と
い
う
文
脈
と
は
別
次
元

の
問
題
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
三
上
喜
孝　
「
文
書
様
式
「
牒
」
の
受
容
を
め
ぐ
る
一
考
察
」『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人

類
学
論
集
』
七
、
二
〇
〇
六
年
、
以
下
、「
前
稿
」。

（
2
）
市
大
樹　
「
慶
州
月
城
垓
字
出
土
の
四
面
墨
書
木
簡
」『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
年
。

（
3
）
旗
田
巍　
「
新
羅
・
高
麗
の
田
券
」『
朝
鮮
中
世
社
会
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
部
、

一
九
七
二
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
。

（
4
）
深
津
行
徳　
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
書
体
・
書
風
」『
文
字
と
古
代
日
本
5 

文
字
表
現
の
獲
得
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
。

（
5
）
金
秉
俊　
「
月
城
垓
字
二
号
木
簡
再
読
」『
木
簡
と
文
字
』
二
〇
、
韓
国
木
簡
学
会
、

二
〇
一
八
年
（
韓
国
語
）。

（
6
）
『
木
簡
研
究
』
一
四
、
飛
鳥
資
料
館
展
示
図
録
『
木
簡
黎
明　

飛
鳥
に
集
う
い
に
し
え
の
文

字
た
ち
』
二
〇
一
〇
年
。

（
7
）
小
倉
慈
司
・
三
上
喜
孝
編　
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
叢
書
44 

古
代
日
本
と
朝
鮮
の
石

碑
文
化
』
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
三
上
喜
孝
「
金
石
文 

―
上
野
三
碑
を
中
心
に
―
」
佐

藤
信
・
小
口
雅
史
編
『
古
代
史
料
を
読
む 

上 

律
令
国
家
編
』
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
、『
山

上
碑
の
世
界
』
多
胡
碑
記
念
館
展
示
図
録
、
二
〇
一
八
年
。

（
8
）
ペ
ク
ド
ゥ
ヒ
ョ
ン　
「
月
城
垓
字
木
簡
の
吏
読
資
料
」『
木
簡
と
文
字
』
二
〇
、二
〇
一
八
年

（
韓
国
語
）。

（
9
）
李
成
市　
「
古
代
朝
鮮
の
文
字
文
化
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
古
代
日
本 

文
字
の
あ
る

風
景
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
10
）
小
倉
進
平　
『
郷
歌
及
び
吏
読
の
研
究
』
京
城
帝
国
大
学
、
一
九
二
九
年
。

（
11
）
三
上
喜
孝　
「
慶
州
仏
国
寺
重
修
文
書
の
予
備
的
考
察 

―
古
代
中
世
東
ア
ジ
ア
古
文
書
研

究
に
む
け
て
―
」　

佐
藤
信
編
『
律
令
制
と
古
代
国
家
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
。

（
12
）
中
村
裕
一　
『
唐
代
公
文
書
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
、
赤
木
崇
敏　

「
唐
代
官
文
書

体
系
と
そ
の
変
遷 

―
牒･

帖
・
状
を
中
心
に
―
」
『
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
7
外
交
史
料
か

ら
十
〜
十
四
世
紀
を
探
る
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
。

（
13
）
飛
鳥
資
料
館
展
示
図
録　
『
木
簡
黎
明　

飛
鳥
に
集
う
い
に
し
え
の
文
字
た
ち
』
二
〇
一
〇
年
。

（
14
）
釈
文
は
国
立
伽
耶
文
化
財
研
究
所
『
韓
国
の
古
代
木
簡 

Ⅱ
』　

二
〇
一
七
年
（
韓
国
）
を
一

部
改
変
。

（
15
）
釈
文
は
註
14
書
に
よ
る
。

（
16
）
李
成
市　
「
韓
国
木
簡
研
究
の
現
在
」『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
雄
山
閣
、

二
〇
〇
九
年
、
尹
善
泰　
「
月
城
垓
字
出
土
新
羅
木
簡
に
対
す
る
基
礎
的
検
討
」『
韓
国
出
土
木

簡
の
世
界
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年
、
市
大
樹
「
慶
州
月
城
垓
字
出
土
の
四
面
墨
書
木
簡
」

註
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『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
。

（
17
）
釈
文
は
、
李
成
市　

「
韓
国
木
簡
研
究
の
現
在 

―
新
羅
木
簡
研
究
の
成
果
を
中
心
に
―
」

『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年
に
よ
る
。

（
18
）
『
漢
城
で
出
会
う 

新
羅
月
城
』
国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
・
漢
城
百
済
博
物
館
共
同
企
画
特

別
展
示
会
図
録
、
二
〇
一
九
年
（
韓
国
語
）。

（
19
）
尹
善
泰　
「
月
城
垓
字
木
簡
の
研
究
成
果
と
新
出
土
木
簡
の
判
読
」『
木
簡
と
文
字
』

二
〇
、
二
〇
一
八
年
（
韓
国
語
）。

（
20
）
ペ
ク
ド
ゥ
ヒ
ョ
ン　
「
月
城
垓
字
木
簡
の
吏
読
資
料
」『
木
簡
と
文
字
』
二
〇
、
二
〇
一
八
年

も
、「
白
遣
」
が
吏
読
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
21
）
小
倉
進
平
前
掲
註
10
書

（
22
）
釈
文
は
、
註
18
書
に
よ
る
。

（
23
）
鐘
江
宏
之　
「
七
世
紀
の
地
方
木
簡
」『
木
簡
研
究
』
二
〇
、
一
九
九
八
年
。

（
24
）
東
野
治
之　
「
木
簡
に
現
れ
た
「
某
の
前
に
申
す
」
と
い
う
形
式
の
文
書
に
つ
い
て
」『
日
本

古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
。

（
25
）
關
尾
史
郎　
「
魏
晋
簡
牘
の
す
が
た
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
九
四
、

　
　

二
〇
一
五
年
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
二
〇
年
一
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
七
月
九
日
審
査
終
了
）

［韓国出土の文書木簡］……三上喜孝
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